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書陵部紀要第71号

は
じ
め
に

　

本
稿
は
宮
内
省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
の
実
態
解
明
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
事
業
は
明

治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
十
日
付
で
、
公
爵
島
津
家
（
旧
薩
摩
藩
）・
公
爵
毛
利

家
（
旧
長
州
藩
）・
侯
爵
山
内
家
（
旧
土
佐
藩
）・
侯
爵
徳
川
家
（
旧
水
戸
藩
）
四
家
に
対

し
て
、
嘉
永
六
年
（
ペ
リ
ー
来
航
の
年
）
か
ら
明
治
四
年
（
廃
藩
置
県
の
年
）
ま
で
の
国

事
鞅
掌
始
末
の
編
纂
を
命
じ
る
明
治
天
皇
の
「
御
沙
汰
」
が
伝
達
さ
れ
て
開
始
さ
れ
た
。

　

宮
内
省
の
修
史
事
業
に
つ
い
て
は
、『
大
政
紀
要
』
や
『
孝
明
天
皇
紀
』
を
始
め
と
し

て
、「
宮
内
省
系
」
の
王
政
復
古
史
観

（
１
）と

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
上
述
の
旧
藩
事
蹟
取
調

事
業
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
わ
ず
か
に
「
議
会
勢
力
に
対
応
し
」
つ
つ
「
天
皇
制
国
家
の
支
配
の
正
統
性
を
強
く

打
ち
出
す
」
と
い
う
「
権
力
側
の
緊
急
課
題
の
一
つ
」
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
見

解
）
2
（

が
、
正
面
か
ら
評
価
す
る
数
少
な
い
例
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
同
時
に
宮
内
省
は
旧
藩

事
蹟
取
調
を
拡
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
史
談
会
に
冷
淡
だ
っ
た
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
宮

内
省
の
意
図
に
関
す
る
評
価
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

む
し
ろ
、
後
に
宮
内
省
か
ら
命
令
を
受
け
た
大
名
華
族
が
全
家
に
及
び
、
こ
れ
を
契
機

と
し
て
各
家
の
相
互
連
絡
の
た
め
に
史
談
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
史
談
会
結
成
の

契
機

）
3
（

と
し
て
そ
の
存
在
に
言
及
し
て
す
ま
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
宮
内
省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
の
実
態
分
析
と
な
る
と
、
い
ま
だ
不
明
な

点
が
多
い
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
①
事
業
の
具
体
的
な
展
開
内
容
、
②
宮
内
省
と
史
談
会

の
関
係
、
③
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
宮
内
省
に
提
出
さ
れ
た
旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
の
全
体
像
、

と
い
う
三
点
の
課
題
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
宮
内
省
の
公
文
書
に
基
づ
い
た
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
な
か
っ
た
宮
内
省
公
文
書
も
可
能
な
限
り
分
析
し
、
事
業
の

終
期
な
ど
基
礎
的
な
事
項
に
つ
い
て
も
解
明
し
て
い
き
た
い
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
史
談
会
（
大
名
華
族
）
側
が
宮
内
省
に
要
望
し
た
内
容
と
、
宮
内
省

が
示
し
た
反
応
を
、
双
方
向
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
全
大
名
華
族
へ
の
国

事
関
係
書
類
提
出
命
令
の
存
在
は
、
一
見
す
る
と
宮
内
省
に
よ
る
大
規
模
事
業
の
展
開
を

想
起
さ
せ
る
が
、
実
態
に
即
し
て
分
析
し
て
み
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
命
令
降
下
さ
れ
た
四
家
（
薩
・
長
・
土
・
水
戸
）
の
提
出
物

）
4
（

が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
一
部

）
5
（

を
除
い
て
ほ
ぼ
不
明
で
あ
る
。
こ
の
四
家
以

（
一
八
五
三
）

（
一
八
七
一
）

宮
内
省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
と
史
談
会
　（
上
）

　

白
　
石
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外
か
ら
提
出
さ
れ
た
旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
は
、
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
戦
前
に
宮
内
省
図
書
寮
の
整
理
基
準
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
た
め
、

史
料
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
維
持
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
現
在
の
目
録
上
か
ら
そ
れ

ら
を
抜
き
出
す
作
業
は
困
難
で
あ
る
。
本
稿
で
は
宮
内
省
公
文
書
に
残
さ
れ
た
図
書
寮
整

理
前
の
目
録
と
の
照
合
作
業
を
行
い
、
宮
内
省
に
提
出
さ
れ
た
旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
を
確

定
さ
せ
る
。
併
せ
て
宮
内
省
に
書
類
を
提
出
し
な
か
っ
た
大
名
華
族
に
も
注
目
し
、
宮
内

省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
論
点
提
示
を
試
み
た
い

）
6
（

。
た
だ
し
、

紙
幅
の
関
係
か
ら
本
稿
で
は
上
記
課
題
の
①
と
②
を
扱
い
、
課
題
③
に
つ
い
て
は
続
稿
で

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　

一　

 

薩
摩
藩
島
津
家
・
長
州
藩
毛
利
家
・
土
佐
藩
山
内
家
・
水
戸
藩
徳
川
家

へ
の
特
命
降
下
と
史
談
会

（
一
）
特
命
四
家
（【
第
一
グ
ル
ー
プ
】）

　

明
治
二
十
一
年
七
月
十
日
、
宮
内
大
臣
か
ら
公
爵
毛
利
元
徳
・
公
爵
島
津
忠
義
・
侯
爵

徳
川
篤
敬
・
侯
爵
山
内
豊
景
に
国
事
鞅
掌
始
末
の
編
纂
命
令
が
伝
達
さ
れ
た
。
こ
の
件
の

宮
内
省
内
の
稟
議
を
示
す
史
料
を
カ
ガ
ミ
も
併
せ
て
以
下
に
掲
載
す
る
。

「
大
臣
ヨ
リ
言
上
済
」

　
　
　
　

明
治
二
十
一
年
七
月
七
日

　
　

大
臣
㊞　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
事
課
長
㊞

　
　
　
　
　
　
　

次
官
㊞　

　
　
　
　
　

内
事
課
次
長
㊞

　
　
　
　
　
　
　

内
蔵
頭
㊞

「
鳥
ノ
子
拾
行
罫
紙
認
」

（
欄
外
朱
書
）

（
朱
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
割
印
）
公
爵
毛
利
元
徳

　
　
　
　
　
　

各
通　

　
　
　
　
　
　
　
（
割
印
）
公
爵
島
津
忠
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
割
印
）
侯
爵
徳
川
篤
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
割
印
）
侯
爵
山
内
豊
景

嘉
永
癸
丑
ノ
年
以
来
明
治
辛
未
ニ
至
ル
マ
テ
、
其
旧
藩
ニ
於
テ
国
事
ニ
鞅
掌
セ

シ
始
末
詳
細
取
調
、
向
三
ヶ
年
ヲ
期
シ
編
製
可
致
旨　

　

御
沙
汰
候
、
此
旨
相

達
候
事
、

　

但
、
補
助
費
ト
シ
テ
一
ヶ
年
金
千
円
宛
下
賜
候
事
、

明
治
二
十
一
年
七
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
大
臣

）
7
（

　

つ
い
で
八
月
二
十
一
日
に
は
宮
内
書
記
官
足
立
正
声
が
宮
内
省
側
の
担
当
に
任
じ
ら
れ

）
8
（

、

以
後
拡
大
し
て
い
く
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
の
主
任
と
し
て
大
名
華
族
側
と
の
窓
口
と
な
っ

て
い
く
。

　

本
稿
で
は
上
記
四
家
を
便
宜
上
、
特
命
四
家
（【
第
一
グ
ル
ー
プ
】）
と
呼
称
し
て
論
を

進
め
て
い
き
た
い
。【
第
一
グ
ル
ー
プ
】
と
他
の
大
名
華
族
と
の
違
い
を
指
摘
す
れ
ば
、

①
国
事
鞅
掌
始
末
の
「
編
製
」（
編
纂
）
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
②
年
限
が
三
ヶ
年

と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
③
編
纂
補
助
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
④
明
治
天
皇
に

口
頭
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

特
に
④
は
、
カ
ガ
ミ
の
欄
外
朱
書
「
大
臣
ヨ
リ
言
上
済
」
か
ら
、
宮
内
大
臣
土
方
久
元

か
ら
明
治
天
皇
に
口
頭
報
告
さ
れ
了
承
済
み
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
四
家

に
編
纂
命
令
が
下
さ
れ
た
契
機
に
つ
い
て
は
薩
摩
藩
士
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
）
9
（

。
そ
れ
に
加
え
て
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

）
10
（

、
明
治
天
皇
が
孝
明
天
皇
宸

翰
に
興
味
を
持
た
れ
た
こ
と
の
影
響
力
も
あ
る
程
度
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

宮
内
省

内
事
課
第
七
三
三
号
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こ
の
特
命
降
下
の
約
一
ヶ
月
前
の
六
月
十
四
日
、
公
爵
島
津
忠
義
等
は
、
島
津
久
光
国
葬

の
御
礼
言
上
に
参
内
し
、
幕
末
期
に
父
親
の
島
津
久
光
が
孝
明
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
宸

翰
類
を
奉
呈
し
た

）
11
（

。
こ
の
直
後
か
ら
明
治
天
皇
は
侍
従
を
京
都
に
差
遣
し
て
孝
明
天
皇
宸

翰
の
調
査
を
行
わ
せ
て
お
り

）
12
（

、【
第
一
グ
ル
ー
プ
】
へ
の
特
命
降
下
の
契
機
と
し
て
、
明

治
天
皇
の
い
わ
ば
個
人
的
関
心
が
存
在
し
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
史
談
会
の
結
成
と
大
名
華
族
へ
の
命
令
降
下
要
請

　

翌
明
治
二
十
二
年
四
月
二
十
五
日
、
東
京
の
日
枝
公
園
内
星
岡
茶
寮
に
お
い
て
初
め
て

史
談
会
が
開
催
さ
れ
、「
史
談
会
約
」
が
制
定
さ
れ
た

）
13
（

。
史
談
会
の
発
足
で
あ
る
。
同
会

は
大
名
華
族
一
家
の
み
で
の
正
確
な
明
治
維
新
史
編
纂
は
困
難
と
の
立
場
か
ら
結
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
目
的
は
、
入
会
し
た
各
家
編
輯
員
に
よ
る
史
料
の
相
互
交
換
と
質
疑
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
、
将
来
の
国
史
編
纂
の
材
料
と
な
り
得
る
史
料
収
集
と
談
話
聴
取

（
史
談
速
記
）
の
二
本
柱
に
整
理
さ
れ
、
同
時
に
他
の
大
名
華
族
に
も
特
命
四
家
同
様
の

命
令
が
下
る
こ
と
を
宮
内
省
に
要
望
し
て
い
く
。

　
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】

　

ま
ず
宮
内
省
で
は
明
治
二
十
二
年
七
月
一
日
付
に
て
公
爵
徳
川
家
達
（
徳
川
将
軍
家
）・

侯
爵
浅
野
長
勲
（
広
島
藩
）・
侯
爵
松
平
茂
昭
（
越
前
藩
）・
侯
爵
徳
川
義
礼
（
尾
張
藩
）・

子
爵
松
平
定
教
（
桑
名
藩
）・
子
爵
松
平
容
大
（
会
津
藩
）
の
六
家
に
命
令
を
伝
達
し
て

い
る
。「

言
上
済
」

　

…
（
中
略
）
…

嘉
永
癸
丑
以
来
明
治
辛
未
ニ
至
ル
マ
テ
、
其
旧
藩
ニ
於
テ
国
事
并
ニ
時
勢
ニ
関
ス
ル

文
書
類
、
当
時
ノ
秘
密
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
取
捨
ナ
ク
、「
其
侭
」
取
「
纏
メ
」

（
欄
外
書
込
）

（
朱
書
）

（
抹
消
）

「
束
ネ
」
可
差
出
旨　

　

御
沙
汰
候
、
此
段
相
達
候
事
、

　

明
治
廿
二
年
七
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
大
臣

）
14
（

　

こ
の
六
家
を
便
宜
上
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
と
す
る
。
特
徴
は
徳
川
将
軍
家
・
会
津
松
平

家
・
桑
名
松
平
家
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
朝
敵
」
藩
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

カ
ガ
ミ
欄
外
の
「
言
上
済
」
の
書
き
込
み
か
ら
、
こ
の
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
へ
の
命
令
も

宮
内
大
臣
か
ら
明
治
天
皇
に
口
頭
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
文
面
は
特
命

四
家
（【
第
一
グ
ル
ー
プ
】）
と
異
な
っ
て
い
る
。
提
出
す
べ
き
は
国
事
・
時
勢
に
関
す
る

文
書
類
（
以
下
、国
事
関
係
書
類
）
で
あ
っ
て
、
特
命
四
家
に
命
じ
た
編
纂
物
（
国
事
鞅

掌
始
末
）
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
編
纂
補
助
費
の
下
賜
も
な
く
、
ま
た
提
出
期
限
も
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。
宮
内
省
と
し
て
は
長
時
間
を
要
す
る
作
業
を
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
に

求
め
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
実
際
、
命
令
の
文
面
も
起
案
段
階
で
は

「
…
取
捨
ナ
ク
取
纏
メ
、
可
差
出
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
決
裁
の
過
程
で
「
…
取
捨
ナ
ク
、

其
侭
取
束
ネ
可
差
出
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
史
料
そ
の
も
の
を
文
字
通
り
束
ね

て
提
出
す
れ
ば
そ
れ
で
構
わ
ず
、
特
命
四
家
の
よ
う
な
編
纂
業
務
を
お
こ
な
う
必
要
が
な

い
こ
と
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の
修
正
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
方
、
同
じ
七
月
に
宮
内
大
臣
土
方
久
元
か
ら
会
津
松
平
家
に
対
し
、
別
途
「
口
達
」

に
て
旧
藩
主
松
平
容
保
が
京
都
守
護
職
在
職
中
に
孝
明
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
宸
翰
を
宮

内
省
に
提
出
し
、
明
治
天
皇
の
御
覧
に
供
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
事
例
は
注
目
で
き

る
。
松
平
容
保
は
七
月
二
十
日
に
宸
翰
を
宮
内
大
臣
邸
に
持
参
し
て
提
出
し

）
15
（

、
天
覧
に
供

さ
れ
た
宸
翰
四
件
五
通
は
明
治
天
皇
か
ら
謄
写
が
命
じ
ら
れ
、
八
月
十
五
日
に
完
了
し
松

平
容
保
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
宸
翰
類
は
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
と

し
て
別
途
保
管
さ
れ
て
い
る

）
16
（

。【
第
一
グ
ル
ー
プ
】
へ
の
特
命
降
下
の
契
機
の
ひ
と
つ
に

（
朱
書
）
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島
津
久
光
宛
孝
明
天
皇
宸
翰
の
奉
呈
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、【
第
二
グ
ル
ー
プ
】

へ
の
命
令
降
下
と
並
行
し
て
孝
明
天
皇
宸
翰
提
出
の
「
口
達
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
宮
内

省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
の
初
期
に
込
め
ら
れ
た
狙
い
の
ひ
と
つ
が
う
か
が
え
る
よ
う
に

思
わ
れ
る

）
17
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
史
談
会
側
が
宮
内
省
の
意
図
に
ど
れ
ほ
ど
留
意
し
て
い
た
か
判
然
と

し
な
い
が
、
こ
の
後
も
宮
内
省
に
対
し
、
全
大
名
華
族
へ
の
命
令
降
下
を
段
階
的
に
要
請

し
て
い
く
。

　
【
第
三
グ
ル
ー
プ
】

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
二
月
五
日
付
で
侯
爵
池
田
章
政
（
岡
山
藩
）・
侯
爵

池
田
輝
博
（
鳥
取
藩
）・
侯
爵
鍋
島
直
大
（
佐
賀
藩
）・
侯
爵
細
川
護
久
（
肥
後
藩
）・
侯

爵
黒
田
長
成
（
福
岡
藩
）・
伯
爵
伊
達
宗
徳
（
宇
和
島
藩
）
の
六
家
に
命
令
が
下
さ
れ
て

い
る

）
18
（

。【
第
三
グ
ル
ー
プ
】
は
お
も
に
国
持
大
名
ク
ラ
ス
が
選
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

文
面
は
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
の
も
の
を
踏
襲
し
て
お
り
、
以
後
【
第
四
グ
ル
ー
プ
】
以
下

で
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
天
皇
へ
の
口
頭
報
告
も
確
認
で
き
な
く
な
る
。

　

な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
年
九
月
に
は
、
宮
内
省
は
特
命
四
家
に
対
し
て
馬
場
先
門
内

の
宮
内
省
分
局
の
一
室
を
貸
与
し
、「
毛
利
外
三
家
旧
藩
事
蹟
取
調
所
」
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る

）
19
（

。
こ
れ
が
旧
藩
事
蹟
取
調
所
で
あ
り
、
翌
明
治
二
十
四
年
七
月

に
は
赤
坂
離
宮
に
移
転

）
20
（

す
る
が
、
以
後
史
談
会
の
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
く
。

　
【
第
四
グ
ル
ー
プ
】

　

明
治
二
十
四
年
六
月
十
日
付
で
侯
爵
蜂
須
賀
茂
韶
（
徳
島
藩
）
ほ
か
八
十
六
家
に
命
じ

ら
れ
た

）
21
（

。
こ
の
命
令
降
下
を
請
願
し
た
の
は
、
島
津
家
・
毛
利
家
・
山
内
家
・
水
戸
徳
川

家
の
各
編
輯
員
以
外
に
、
黒
田
家
（
福
岡
藩
）・
池
田
家
（
鳥
取
藩
）・
伊
達
家
（
宇
和
島

藩
）・
松
平
家
（
越
前
藩
）・
徳
川
家
（
尾
張
藩
）
の
編
輯
員
が
連
名
し
て
お
り
、【
第
三

グ
ル
ー
プ
】
ま
で
の
命
令
降
下
を
契
機
に
、
各
家
の
旧
藩
事
蹟
調
査
が
拡
大
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
以
外
に
和
歌
山
藩
徳
川
家
・
加
賀
藩
前
田
家
が
含

ま
れ
る
ほ
か
、
彦
根
藩
井
伊
家
な
ど
伯
爵
・
子
爵
家
が
該
当
し
て
い
る
。

　
【
第
五
グ
ル
ー
プ
】

　

同
年
六
月
二
十
六
日
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
伯
爵
徳
川
達
道
（
一
橋
徳
川
家
）
や
子
爵

毛
利
元
功
（
徳
山
藩
）
な
ど
計
一
一
家
で

）
22
（

、
お
お
む
ね
維
新
直
後
に
立
藩
さ
れ
た
家
が
該

当
し
て
い
る
。

　
【
第
六
グ
ル
ー
プ
】

　

翌
月
の
七
月
十
八
日
発
令
で
、
子
爵
井
伊
直
安
（
与
板
藩
）
ほ
か
二
七
家
で
す
べ
て
子

爵
家
で
あ
る

）
23
（

。

　
【
第
七
グ
ル
ー
プ
】

　

明
治
二
十
五
年
三
月
十
四
日
付
で
侯
爵
尚
泰
（
琉
球
藩
）
ほ
か
一
三
八
家
に
命
じ
ら
れ

た
）
24
（

。
尚
泰
以
外
は
す
べ
て
子
爵
・
男
爵
家
で
あ
る
。

　
【
第
八
グ
ル
ー
プ
】

　

厳
密
に
は
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
命
令
降
下
か
ら
「
脱
漏
」
し

て
い
た
五
家
で
、
明
治
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日
に
発
令
さ
れ
て
い
る

）
25
（

。
ま
た
、
明
治
二

十
七
年
一
月
十
日
に
な
っ
て
男
爵
林
忠
弘
（
旧
請
西
藩
）
に
提
出
命
令
が
下
さ
れ
た

）
26
（

。
請

西
藩
は
戊
辰
戦
争
時
に
藩
主
林
忠
崇
が
〝
脱
藩
〞
し
て
東
征
軍
に
抗
戦
し
た
た
め
、
林
家

は
士
族
に
落
と
さ
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
六
年
十
月
に
華
族
に
列
せ
ら
れ
た
た
め
、
旧
藩

事
蹟
取
調
所
の
島
津
家
編
輯
員
寺
師
宗
徳
の
要
望
が
あ
っ
て
命
令
降
下
と
な
っ
た
。
こ
れ

で
全
大
名
華
族
へ
の
命
令
降
下
が
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
。
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（
三
）
宮
内
省
の
姿
勢

　
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
以
降
の
大
名
華
族
へ
の
命
令
降
下
は
、
特
命
四
家
ほ
か
の
編
輯
員

の
要
請
を
受
け
て
宮
内
省
が
実
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
宮
内
省
が
自
発
的
か

つ
積
極
的
に
対
象
の
大
名
華
族
を
拡
大
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、【
第
五
グ
ル
ー

プ
】
へ
の
降
下
終
了
後
の
明
治
二
十
四
年
七
月
六
日
、
大
名
華
族
編
輯
員
か
ら
さ
ら
に

【
第
六
グ
ル
ー
プ
】
へ
の
発
令
希
望
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
旧
藩
事
蹟
取
調
主

任
足
立
正
声
は
内
事
課
次
長
齋
藤
桃
太
郎
宛
の
書
簡
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

旧
藩
事
蹟
取
調
之
件
ニ
付
、
尚
別
紙
各
家
へ
も
御
達
相
成
度
趣
申
出
ニ
付
、
可
然
ノ

御
計
被
下
度
、
実
ハ
追
々
ダ
ラ
〳
〵
ノ
申
出
ニ
而
、
不
都
合
ノ
趣
ニ
ハ
候
ヘ
共
、
過

日
一
同
会
合
話
合
候
処
、
何
故
某
々
ニ
ハ
御
達
無
之
哉
ト
不
審
事
ノ
向
も
有
之
よ
し

ニ
而
、
夫
よ
り
心
付
、
更
ニ
取
調
候
趣
ニ
候

）
27
（

、

　

足
立
が
五
月
雨
式
の
命
令
降
下
要
求
に
対
し
て
「
ダ
ラ
〳
〵
ノ
申
出
」
で
あ
り
「
不
都

合
」
と
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
さ
ら
に
、【
第
六
グ
ル
ー
プ
】

へ
の
発
令
後
の
十
月
二
十
七
日
、
足
立
正
声
は
毛
利
家
編
輯
員
の
中
原
邦
平
に
対
し
て
、

「
過
般
旧
藩
事
蹟
取
調
を
命
せ
ら
れ
し
諸
家
の
外
、
尚
ホ
命
令
を
請
ふ
へ
き
家
あ
り
や
」

と
「
照
会
」
し
て
い
る

）
28
（

。
お
そ
ら
く
、
度
重
な
る
要
望
を
前
に
、
こ
れ
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
と
不
安
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
宮
内
省
が
主
体
的
に
事
業
の
必
要
性
を
認
め
て
い
た
の
は
特
命

四
家
（【
第
一
グ
ル
ー
プ
】）
の
み
で
、
明
治
天
皇
へ
の
言
上
の
有
無
を
考
慮
し
て
も
【
第

二
グ
ル
ー
プ
】
ま
で
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
大
名
華
族
の
編
輯
員
有
志

（
史
談
会
の
中
心
的
存
在
）
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
、
受
動
的
な
も
の

だ
っ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

二　

宮
内
省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
構
想
と
大
名
華
族
側
の
要
望

　
（
一
）
宮
内
省
と
大
名
華
族
側
の
差
異

　

し
か
し
、
結
局
宮
内
省
は
本
意
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
明
治
二
十
五
年
三
月
十
四

日
付
で
【
第
七
グ
ル
ー
プ
】
に
も
発
令
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
一
部
の
脱
漏
諸
家
は

あ
っ
た
も
の
の
、
お
お
む
ね
全
大
名
華
族
に
国
事
関
係
書
類
の
提
出
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
宮
内
省
内
で
は
全
大
名
華
族
か
ら
提
出
さ
れ
る
（
で
あ
ろ
う
）
国
事
関
係

書
類
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
整
理
方
針
を
検
討
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
大
名

華
族
側
の
要
望
と
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
宮
内
省
と
大
名
華
族
家
側

の
〝
綱
引
き
〞
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
こ
の
時
期
に
大
名
華
族
側
が
宮
内
省
に
要
望
し
た
案
に
は
、
①
宮
内
省
内
に

「
明
治
中
興
史
編
輯
局
」
を
設
立
す
る
案
（
明
治
二
十
四
年
五
月
二
日
））

29
（

、
②
旧
藩
事
蹟
取

調
所
を
「
近
世
史
料
編
纂
局
」
へ
改
称
す
る
拡
大
案
（
明
治
二
十
五
年
三
月
十
三
日
））

30
（

、

③
宮
内
省
内
に
「
臨
時
編
史
局
」
を
設
立
し
、「
維
新
中
興
史
料
」
の
「
編
録
」
を
実
行

す
る
案
（
明
治
二
十
六
年
二
月
二
日
））

31
（

、
④
宮
内
省
内
に
「
国
史
編
纂
局
」
を
設
立
す
る

案
（
明
治
二
十
六
年
二
月
十
八
日
））

32
（

が
確
認
で
き
る
。

　

細
部
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
宮
内
省
内
に
明
治
維
新
に
特
化
し
た
大
規
模

な
編
纂
局
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
案
と
い
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
宮
内
省
側
は
、
①
宮
内
省
か
ら
一
二
〇
〇
円
を
一
ヶ
年
支
出
し
、
写
字

生
・
速
記
生
・
筆
紙
墨
等
に
充
て
る
。
か
つ
「
編
輯
委
嘱
」
の
趣
旨
で
諸
家
編
輯
員
の
な

か
か
ら
「
編
輯
長
」
と
「
編
輯
員
」
を
「
公
撰
」
し
て
無
報
酬
で
「
宮
内
省
に
必
須
の
史
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料
を
編
集
」
す
る
こ
と
を
委
嘱
す
る
案
（
明
治
二
十
五
年
三
月
七
日
））

33
（

、
②
宮
内
省
図
書

頭
児
玉
愛
二
郎
の
「
自
癸
丑

至
辛
未
国
事
ニ
関
ス
ル
書
類
整
理
意
見
案
」（
明
治
二
十
五
年
五
月
））

34
（

の
二
案
で
あ
る
。

　
（
二
）
図
書
頭
案
の
検
討

　

こ
の
う
ち
図
書
頭
案
は
最
終
決
定
で
は
な
い
の
で
留
保
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
大
名
華

族
側
の
要
求
に
対
す
る
宮
内
省
の
方
針
と
し
て
は
具
体
的
な
情
報
を
含
む
史
料
で
あ
る
の

で
、
各
項
目
ご
と
に
詳
し
く
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
総
論
に
あ
た
る
「
各
家
書
類
整
理
意
見
」
か
ら
み
る
。

右
、
徳
川
宗
家
ヲ
初
、
武
家
華
族
各
家
ヘ
ノ
御
達
ハ
、
毛
利
外
三
家
ノ
内
請
ニ
基
ク

ト
雖
ト
モ
、
既
ニ
宮
内
大
臣
ヨ
リ
達
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ニ
モ
有
之
、
又
復
古
ノ
史
料

ト
モ
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
蒐
輯
ス
ル
ハ
、
此
際
闕
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ニ
付
、
其
既
ニ

差
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
御
用
済
下
付
ヲ
申
出
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
其
書
類
ヲ
検
閲
シ

テ
、
或
ハ
全
部
ヲ
謄
写
シ
、
或
ハ
有
用
ノ
部
分
ヲ
抜
抄
シ
、
又
其
未
タ
差
出
サ
ヽ
ル

分
ハ
、
之
カ
督
促
ヲ
ナ
シ
、
以
テ
材
料
ヲ
整
備
ス
ル
ハ
現
今
ノ
要
務
ニ
付
、
此
際
着

手
相
成
リ
テ
然
ル
可
シ
、
又
各
家
ヨ
リ
差
出
セ
シ
書
類
ノ
内
、
互
ニ
精
粗
省
略
可
有

之
ニ
付
、
検
閲
ノ
上
ハ
其
事
柄
ニ
応
シ
、
其
家
ニ
就
キ
取
調
ヘ
、
其
事
項
ノ
顛
末
ヲ

可
成
詳
悉
ナ
ラ
シ
メ
度
、
然
ル
ニ
何
レ
ノ
部
局
モ
常
務
差
湊
居
候
ニ
付
、
右
整
理
ニ

従
事
ス
ル
吏
員
及
之
ニ
属
ス
ル
費
用
ハ
別
途
御
支
出
相
成
度
、

　

ま
ず
、
図
書
頭
は
「
復
古
ノ
史
料
」
と
な
る
も
の
を
収
集
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、

提
出
書
類
の
検
閲
、
謄
写
、
抄
出
、
さ
ら
に
未
提
出
大
名
華
族
へ
の
督
促
な
ど
を
行
い
、

そ
れ
ら
の
「
材
料
ヲ
整
備
ス
ル
ハ
現
今
ノ
要
務
」
な
の
で
作
業
に
着
手
す
べ
き
と
、
そ
の

必
要
性
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
調
査
を
担
当
す
る
部
局
は
、
宮

内
省
内
の
各
部
局
は
業
務
繁
忙
の
た
め
適
切
で
は
な
く
、
別
途
人
員
と
費
用
を
支
出
す
べ

き
と
す
る
。

　
（
三
）
必
要
な
人
員
と
費
用

　

こ
の
人
員
と
費
用
に
つ
い
て
は
、「
書
類
整
理
担
当
」
と
し
て
雇
ま
た
は
嘱
託
員
が
一

人
（
三
五
円
給
）、
そ
の
「
助
手
」
と
し
て
雇
ま
た
は
嘱
託
員
一
人
（
一
五
円
給
）
が
必

要
と
し
て
い
る
。
特
に
「
書
類
整
理
担
当
」
は
書
類
の
「
検
閲
」
と
内
容
の
「
精
粗
ヲ
考

案
」
す
る
た
め
、「
稍
学
識
ア
リ
テ
当
時
ノ
情
態
ニ
通
ス
ル
モ
ノ
」
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
史
料
を
筆
写
す
る
写
字
生
（
一
ヶ
月
九
円
）
を
三
人
加
え
た
の
が
必
要
人
員
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
必
要
な
消
耗
品
や
通
信
費
が
二
三
円
で
、
卓
や
椅
子
な
ど
は
別
途
現
物
支
給
す

る
と
し
て
い
る
か
ら
、
必
要
経
費
は
上
記
人
件
費
七
七
円
と
足
し
て
合
計
一
〇
〇
円
と
計

算
し
て
い
る
。

　
（
四
）
取
調
書
類
の
整
理
方
針

　

次
に
、「
書
類
整
理
順
序
」
の
項
目
を
み
て
み
る
。

一
、
担
任
員
ニ
於
テ
ハ
、
各
家
ヨ
リ
差
出
セ
ル
書
類
ヲ
閲
覧
シ
、
必
要
ト
見
認
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
、
副
本
無
キ
ヲ
以
テ
下
付
ヲ
乞
モ
ノ
ハ
、
或
ハ
之
ヲ
全
部
謄
写
シ
、
又
ハ

抜
萃
ノ
運
ヒ
ヲ
為
シ
、
校
訂
ヲ
経
テ
原
本
ハ
各
家
ヘ
下
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

一
、
差
出
セ
シ
書
類
ノ
内
、
事
項
ノ
始
末
明
瞭
ナ
ラ
ス
、
或
ハ
関
係
書
類
ノ
完
全
ナ

ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
、
各
家
ニ
照
会
シ
テ
、
可
成
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
、

一
、
書
類
ハ
整
理
ニ
止
リ
テ
編
纂
ニ
非
ル
故
、
担
任
員
ニ
於
テ
取
捨
損
益
ス
可
カ
ラ
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ス
、

一
、
書
類
ハ
各
家
各
別
ニ
整
理
シ
、
混
合
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、

　

宮
内
省
の
想
定
し
た
事
業
内
容
と
し
て
、
提
出
書
類
を
大
名
華
族
家
に
返
却
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
謄
写
ま
た
は
抜
粋
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

必
要
な
の
は
あ
く
ま
で
提
出
書
類
の
整
理
作
業
で
あ
っ
て
編
纂
で
は
な
い
と
断
言
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
併
せ
て
提
出
し
た
家
ご
と
に
史
料
の
ま
と
ま
り
を
く
ず
さ
な
い
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
と
え
ば
史
料
稿
本
の
よ
う
な
編
纂
物
を
作
成
す
る
作
業
は
想

定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
あ
く
ま
で
史
料
内
容
を
明
確
化
す
る
た
め
の
確
認
作
業
に

と
ど
め
る
案
だ
っ
た
と
い
え
、
図
書
頭
案
は
旧
大
名
華
族
側
の
要
請
と
比
較
す
る
と
、
か

な
り
限
定
的
か
つ
消
極
的
内
容
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
（
五
）
事
業
主
管
者
の
区
別

　

最
後
に
、
提
出
書
類
の
整
理
作
業
を
宮
内
省
図
書
寮
の
主
管
事
業
と
す
る
の
か
、
宮
内

省
の
外
部
に
任
せ
る
の
か
の
判
断
基
準
の
一
つ
に
、
旧
藩
事
蹟
取
調
の
「
官
・
私
」
の
区

別
に
あ
っ
た
点
に
言
及
し
た
い
。
図
書
頭
案
の
「
旧
藩
事
跡
調
ノ
輩
、
宮
内
省
ヘ
集
会
止

ラ
レ
度
件
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

一
、
旧
藩
事
蹟
調
ノ
輩
、
宮
内
省
中
ヘ
集
会
ハ
材
料
交
換
・
質
疑
討
詢
ノ
為
メ
一
室

ヲ
貸
渡
レ
シ
処
、
追
々
云
々
申
立
モ
有
之
、
私
会
変
シ
テ
官
会
ト
ナ
ル
ノ
傾
キ
有
之
、

今
般
宮
内
省
中
ニ
各
家
書
類
整
理
掛
ヲ
置
カ
ル
ヽ
時
ハ
、
此
際
官
・
私
ノ
別
ヲ
明
ニ

シ
、
繁
累
ヲ
絶
レ
ズ
テ
ハ
、
将
来
種
々
ノ
論
議
ヲ
生
シ
、
整
理
上
ノ
支
障
ト
相
成
ル

可
ク
、
且
近
時
ハ
史
談
会
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
各
家
相
互
ノ
質
疑
等
ハ
相
弁
ス
ヘ
キ

ニ
付
、
右
ノ
辺
ヲ
以
テ
自
今
宮
内
省
ヘ
集
会
相
止
ム
ヘ
キ
旨
、
旧
藩
調
ノ
輩
ヘ
御
達

相
成
度
、

（
マ
マ
）

前
文
御
允
許
ノ
上
ハ
、
各
家
書
類
整
理
ハ
図
書
寮
ノ
主
管
ト
シ
、
頭
・
助
之
ヲ
董
督

シ
テ
成
功
ヲ
期
ス
ヘ
シ
、
其
期
限
ニ
至
リ
テ
ハ
予
言
シ
難
シ
ト
雖
ト
モ
、
凡
三
ヶ
年

ヲ
期
シ
竣
功
ス
可
シ
ト
存
候
、
尚
詳
細
ハ
本
件
御
決
定
ノ
上
、
追
々
稟
申
致
ス
ヘ
ク

候
、

　

当
時
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
は
宮
内
省
の
赤
坂
離
宮
内
の
旧
元
老
院
建
物
内
に
置
か
れ
て

い
た
。
各
家
の
取
調
員
が
同
所
に
集
会
し
、
材
料
の
交
換
や
質
疑
を
繰
り
返
し
て
い
た

（
実
は
こ
れ
が
史
談
会
の
活
動
に
該
当
し
て
い
る
）。
し
か
し
、
宮
内
省
内
で
は
こ
れ
を
問

題
視
し
、「
私
会
」
で
あ
る
史
談
会
が
「
官
会
」
に
変
質
す
る
こ
と
へ
の
警
戒
感
が
強

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
仮
に
宮
内
省
内
に
新
た
に
「
各
家
書
類
整
理
掛
」
を

設
置
す
る
場
合
は
、「
官
・
私
ノ
別
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
各
家
の
旧
藩
事
蹟
取
調

員
の
宮
内
省
内
集
会
を
禁
止
し
、
代
わ
り
に
外
部
の
史
談
会
で
活
動
さ
せ
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
更
を
経
た
う
え
で
、
各
家
提
出
書
類
の
整
理
は
図
書
寮
の
主
管
と
し
、
図

書
頭
・
図
書
助
が
監
督
し
、
約
三
ヶ
年
で
完
了
す
る
見
込
み
を
立
て
て
い
た
。

　

こ
の
図
書
頭
案
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
に
は
公
私
不
分
明

の
側
面
が
存
在
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
当
初
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
は
特
命
四
家
の

活
動
の
た
め
に
宮
内
省
が
設
置
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
嘉
永
六
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で

の
国
事
関
係
書
類
の
提
出
が
全
大
名
華
族
に
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
各
家
の
取
調
員
が
旧
藩

事
蹟
取
調
所
を
多
く
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
参
集
す
る
各
家
の
取
調

員
は
史
談
会
会
員
で
も
あ
り
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
で
の
会
合
や
談
話
聴
取
も
史
談
会
の
活

動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

）
35
（

。
し
か
し
、
宮
内
省
が
命
じ
た
の
は
国
事
関
係
書
類
の
提
出
で

あ
り
、
各
家
の
編
輯
員
の
任
命
は
大
名
華
族
側
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
編

輯
員
ら
が
会
員
で
も
あ
る
史
談
会
は
、
各
家
の
相
互
連
絡
等
の
た
め
に
自
主
的
に
結
成
さ
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れ
た
組
織
に
す
ぎ
な
い
。
宮
内
省
に
と
っ
て
同
会
は
「
私
会
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
私
的

存
在
で
あ
る
史
談
会
が
、
自
ら
の
活
動
の
た
め
に
宮
内
省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
所
（
官
の
組

織
）
を
恒
常
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
宮
内
省
内
で
疑
問
視
す
る
意
見
が
少
な
く

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

図
書
頭
案
は
そ
の
解
消
を
図
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
案
が
求
め
る
よ
う
に
宮
内

省
図
書
寮
内
に
「
各
家
書
類
整
理
掛
」
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、
現
状
の
旧
藩
事
蹟
取
調
所

は
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
史
談
会
の
活
動
が
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
と
密
接
不
可
分
な
状
態
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
図
書
頭
案
で
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
以
下
の
部
分
は
、

旧
藩
事
蹟
取
調
所
へ
の
集
会
禁
止
へ
の
反
発
を
考
慮
し
て
、
図
書
頭
が
当
初
想
定
し
て
い

た
代
替
案
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

尤
、
先
般
来
足
立
正
声
取
扱
掛
リ
ノ
次
第
モ
有
之
、
徒
ニ
集
会
ヲ
止
ラ
レ
候
ノ
ミ
ニ

テ
ハ
事
情
穏
カ
ナ
ラ
サ
ル
場
合
モ
候
ハ
ヽ
、
史
談
会
中
ヘ
一
ヶ
年
、
若
ク
ハ
一
ヶ
月

ニ
若
干
金
ヲ
賜
与
シ
テ
補
助
費
ニ
充
テ
ラ
レ
テ
可
然
カ
、
旧
藩
調
ヘ
ハ
是
迄
備
品
、

又
ハ
湯
茶
等
仕
向
ケ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
、
其
代
リ
前
書
金
額
賜
与
相
成
ル
ト
モ
、
甚
シ

キ
出
入
損
益
有
之
間
敷
ト
存
候
、

　

旧
藩
事
蹟
取
調
所
で
の
集
会
を
禁
止
す
る
代
わ
り
に
、
史
談
会
に
一
定
額
の
補
助
金
を

支
給
し
て
活
動
の
資
と
す
る
案
で
あ
る
。
こ
の
史
談
会
へ
の
補
助
金
支
給
と
い
う
案
は
、

そ
の
後
旧
藩
事
蹟
取
調
所
へ
の
支
給
と
し
て
実
現
す
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
図
書
頭
案
が
実
現
す
れ
ば
、
①
宮
内
省
図
書
寮
内
に
「
各
家
書
類
整

理
掛
」
が
設
置
さ
れ
る
。
②
人
員
は
整
理
担
当
者
一
名
、
助
手
一
名
、
写
字
生
三
名
の
五

名
。
③
大
名
華
族
か
ら
提
出
さ
れ
る
国
事
関
係
書
類
の
整
理
（
内
容
確
認
、疑
問
箇
所
の

各
家
へ
の
質
問
、提
出
書
類
の
謄
写
ま
た
は
抄
録
な
ど
）
に
従
事
し
、
編
纂
業
務
は
お
こ

な
わ
な
い
。
④
必
要
経
費
は
月
額
一
〇
〇
円
。
⑤
期
限
は
約
三
年
で
完
了
の
見
込
み
。
⑥

旧
藩
事
蹟
取
調
所
は
閉
鎖
す
る
。
⑦
各
家
の
取
調
員
は
史
談
会
に
参
加
し
て
提
出
書
類
作

成
に
必
要
な
相
互
連
絡
を
と
る
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
六
）
国
事
始
末
取
調
費
の
支
給
決
定

　

こ
の
図
書
頭
案
が
そ
の
後
宮
内
省
内
で
ど
の
よ
う
な
検
討
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
結
果
と
し
て
翌
二
十
六
年
五
月
八
日
、
宮
内
省
は
旧
藩
事
蹟
取
調
主
任
で
あ
る
東
宮

亮
足
立
正
声
に
対
し
、
事
業
完
結
見
込
み
一
ヶ
年
と
し
て
、「
国
事
始
末
取
調
費
」
月
額

一
〇
〇
円
を
「
交
付
切
」
で
支
給
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る

）
36
（

。
こ
の
国
事
始
末
取
調
費

の
受
け
取
り
主
体
が
史
談
会
な
の
か
旧
藩
事
蹟
取
調
所
な
の
か
、
若
干
の
混
乱
は
あ
っ
た

が
、
最
終
的
に
旧
藩
事
蹟
取
調
所
に
決
ま
っ
て
い
る

）
37
（

。

　

こ
の
決
定
と
図
書
頭
案
を
比
較
す
る
と
、
宮
内
省
図
書
寮
内
に
専
任
部
局
で
あ
る
「
各

家
書
類
整
理
掛
」
を
設
置
し
て
旧
藩
事
蹟
取
調
所
を
閉
鎖
す
る
案
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た

と
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
各
大
名
華
族
家
の
取
調
員
が
宮
内
省
内
で
集
会
す
る
こ
と
を
認

め
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
史
談
会
で
は
な
く
旧
藩
事
蹟
取
調
所
へ
の
国
事

始
末
取
調
費
支
給
に
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
国
事
始
末
取
調
費
の
月
額
一
〇
〇
円
は
、
図
書
頭
案
で
計
算
さ
れ
て
い
た
「
各

家
書
類
整
理
掛
」
の
必
要
経
費
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宮
内
省
が
想
定
し
て
い
た
旧

藩
事
蹟
取
調
所
で
の
事
業
内
容
が
、
整
理
担
当
者
・
写
字
生
合
計
五
名
で
お
こ
な
え
る
程

度
の
史
料
整
理
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
無
論
、
国
事
始
末
取
調
費
は

「
交
付
切
」
な
の
で
、
ど
の
作
業
に
ど
の
ぐ
ら
い
使
用
す
る
か
の
判
断
は
旧
藩
事
蹟
取
調

所
側
に
一
任
さ
れ
た
が
、
事
業
内
容
と
し
て
は
上
記
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
は
想
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
業
期
間
は
一
ヶ
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
図
書
頭
案
が
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三
ヶ
年
の
予
想
を
立
て
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
二
回
の
事
業
延
長
ま
で
は
想
定
し
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
へ
の
国
事
始
末
取
調
費
支
給
と
い
う
宮
内
省
の
決

定
は
、
宮
内
省
内
に
大
規
模
編
纂
部
局
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
す
る
旧
大
名
華
族
側
の
要

望
を
拒
否
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
明
治
二
十
二
年
以
降
段
階
的
に
提
出
命

令
が
下
さ
れ
て
い
た
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
以
下
に
対
し
て
、
国
事
関
係
書
類
の
提
出
期
限

が
明
治
二
十
七
年
四
月
ま
で
と
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
（
七
）
国
事
始
末
取
調
費
の
変
更
と
宮
内
省
の
意
図

　

宮
内
省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
所
に
対
す
る
消
極
的
姿
勢
は
さ
ら
に
続
く
。
明
治
二
十
六
年

十
一
月
十
八
日
に
は
、
翌
二
十
七
年
一
月
か
ら
の
国
事
始
末
取
調
費
を
月
一
二
五
円
に
増

額
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
取
調
事
務
所
の
省
外
移

転
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
。

旧
藩
事
蹟
取
調
所
之
儀
ハ
、
現
今
赤
坂
離
宮
内
旧
元
老
院
跡
之
建
物
中
ニ
設
置
有
之
、

同
所
ニ
於
テ
使
用
ス
ル
器
具
及
湯
呑
所
ニ
属
ス
ル
消
耗
品
・
給
仕
・
小
使
之
類
ハ
、

総
テ
本
省
ヨ
リ
支
給
致
居
候
処
、
懸
隔
之
場
所
ニ
テ
何
分
不
便
モ
不
尠
、
且
同
所
ニ

出
頭
ス
ル
者
ハ
旧
各
藩
多
数
ノ
人
士
ニ
シ
テ
、
離
宮
内
之
場
所
ニ
出
入
ス
ル
不
便
モ

有
之
候
ニ
付
、
旁
以
テ
自
今
右
取
調
所
ハ
他
ニ
移
転
シ
、
其
費
用
モ
総
テ
本
省
ヨ
リ

分
離
シ
、
一
個
単
独
之
経
済
ニ
任
セ
候
方
可
然
候
、
就
テ
ハ
是
迄
右
取
調
主
任
足
立

正
声
ヘ
国
事
始
末
取
調
費
ト
シ
テ
毎
月
支
給
相
成
居
候
金
百
円
之
外
ニ
、
一
ヶ
月
金

貳
拾
五
円
ヲ
増
給
シ
、
右
ヲ
以
テ
事
務
所
ニ
充
ツ
ヘ
キ
家
屋
ノ
費
用
ヲ
始
メ
、
器

具
・
消
耗
品
ヨ
リ
使
役
之
人
員
ニ
至
ル
迄
、
一
切
自
弁
セ
シ
メ
ラ
レ
候
方
、
彼
我
之

便
益
ト
存
候
、

　

こ
こ
で
も
宮
内
省
赤
坂
離
宮
内
に
「
多
数
ノ
人
士
」
が
出
入
り
す
る
点
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
宮
内
省
で
は
旧
藩
事
蹟
取
調
所
を
省
外
に
移
転
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
支
給
し
て
き

た
消
耗
品
や
給
仕
等
の
使
役
人
員
を
廃
止
す
る
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
廃
止

す
る
経
費
と
、
新
た
な
事
務
所
経
費
の
相
当
額
と
し
て
月
二
五
円
を
増
額
し
、
計
一
二
五

円
が
国
事
始
末
取
調
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
の
省
外
移
転
は
実
現
せ
ず
、
宮
内
省
も
現
状
追
認
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
十
七
年
五
月
七
日
、
宮
内
省
は
旧
藩
事
蹟
取
調

所
の
取
調
員
一
二
名
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
国
事
始
末
取
調
の
「
御
下
与
金
継
続
願
」
を

許
可
し
て
一
ヶ
年
の
事
業
延
長
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
際
「
事
務
所
之
儀
ハ
従
前
之
侭

被
差
置
」
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
事
務
所
相
当
費
一
〇
円
を
減
額
し
た
月
一
一
五
円
へ

と
支
給
額
を
変
更
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

）
39
（

。
結
局
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
は
明
治
三
十
二
年

一
月
二
十
八
日
に
三
年
町
の
図
書
寮
内
に
移
転

）
40
（

、
事
業
終
了
後
も
「
旧
藩
事
蹟
取
調
所
史

談
会
」
と
し
て
使
用
さ
れ
、
明
治
三
十
七
年
十
一
月
に
は
霞
関
離
宮
内
に
移
転
す
る
な
ど

）
41
（

、

明
治
三
十
九
年
七
月
六
日
に
文
部
省
内
に
移
動

）
42
（

す
る
ま
で
宮
内
省
施
設
の
利
用
は
続
く
こ

と
に
な
る
。

　

国
事
始
末
取
調
費
の
変
遷
を
整
理
す
る
と
、
明
治
二
十
六
年
五
月
以
降
が
月
額
一
〇
〇

円
、
明
治
二
十
七
年
一
月
以
降
が
月
額
一
二
五
円
、
同
年
五
月
以
降
が
月
額
一
一
五
円
で

あ
る
。三　

旧
藩
事
蹟
取
調
所
（
史
談
会
）
の
活
動
の
整
備

　

思
惑
の
違
い
は
大
き
か
っ
た
が
、
宮
内
省
か
ら
国
事
始
末
取
調
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
に
お
け
る
史
談
会
の
活
動
も
体
制
整
備
が
図
ら
れ
る
。
本
来



（ 57 ）

宮内省の旧藩事蹟取調事業と史談会　（上）

な
ら
史
談
会
が
目
指
し
た
全
国
的
な
史
料
収
集
の
構
想
ま
で
含
ん
だ
分
析
も
必
要
だ
が
、

本
稿
で
は
あ
く
ま
で
宮
内
省
の
対
応
が
判
明
す
る
事
例
の
み
に
と
ど
め
、
詳
細
は
別
稿
に

譲
る
こ
と
に
す
る
。

　

以
下
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
を
中
心
と
し
た
史
談
会
の
活
動
を
列
挙
す
る
と
、
明
治
二
十

六
年
五
月
二
十
三
日
に
宮
内
省
に
提
出
さ
れ
た
「
国
事
始
末
取
調
順
序
」）

43
（

（
全
八
ヶ
条
）

第
一
ヶ
条
で
「
旧
藩
事
蹟
取
調
所
ハ
史
料
ノ
蒐
集
・
謄
写
并
ニ
史
談
ノ
速
記
ニ
従
事
ス
ル

コ
ト
」
と
さ
れ
、
史
料
収
集
と
談
話
速
記
が
車
の
両
輪
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
史

談
会
は
取
り
扱
う
年
代
の
始
期
を
宮
内
省
が
指
示
し
た
嘉
永
六
年
か
ら
拡
大
さ
せ
、
孝
明

天
皇
誕
生
の
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
か
ら
明
治
四
年
ま
で
の
四
一
年
間
と
し
た
。
そ
れ

に
対
応
さ
せ
て
「
近
世
歴
史
綱
領
」
を
印
刷
配
布
し
、
入
会
大
名
華
族
家
の
史
料
収
集
作

業
の
基
準
を
提
示
し
、
さ
ら
に
東
京
以
外
で
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
京
都
史
談
会
支
部
・

仙
台
史
談
会
支
部
を
設
置
す
る
な
ど
、
明
治
維
新
の
際
に
対
立
し
た
側
の
藩
か
ら
も
積
極

的
に
史
料
収
集
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
将
来
的
に
明
治
維
新
を
中
心
と
し
た
歴
史
編
纂
事
業
が
実
現
す
る
こ
と
を

想
定
し
、
そ
の
た
め
の
正
確
な
材
料
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
史
談
会
は
全
国
的
な
史
料
収
集
作
業
の
国
家
事
業
化
を
目
標
と
し
、
政

府
に
対
し
て
国
庫
補
助
金
支
給
の
請
願
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
年
間
四
万
円
を
七
ヶ

年
間
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
な
ど
、
大
規
模
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
何
度
も
繰

り
返
さ
れ
る
史
談
会
の
請
願
に
対
し
、
結
局
政
府
が
採
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

）
44
（

。

四　

史
談
会
の
「
終
局
」
と
宮
内
省

　

政
府
か
ら
の
国
庫
補
助
金
支
給
実
現
が
行
き
詰
ま
る
な
か
、
史
談
会
は
宮
内
省
に
下
賜

金
を
要
望
す
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
三
十
年
七
月
二
十
日
、
史
談
会
副
会
長
池
田
茂
政
・

東
久
世
通
禧
は
宮
内
大
臣
土
方
久
元
に
対
し
、「
史
談
会
補
助
金
」
と
し
て
年
一
万
二
千

円
を
七
ヶ
年
間
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
七
ヶ
年
と
い
う
期
限
は
政
府
に
対
し
て

要
望
し
て
き
た
史
談
会
の
事
業
計
画
と
合
致
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
宮
内
省
か
ら
反
応

は
な
く
、
内
々
に
採
用
困
難
と
の
感
触
を
得
た
史
談
会
は
、
同
年
十
二
月
に
願
書
を
再
提

出
す
る
。
そ
こ
で
は
要
求
内
容
を
低
く
設
定
し
、「
応
答
ノ
金
額
」
下
賜
の
み
に
変
更
さ

れ
て
い
た
。
実
際
に
明
治
三
十
一
年
一
月
十
七
日
に
史
談
会
に
下
賜
さ
れ
た
金
額
は
二
五

〇
〇
円
の
み
だ
っ
た

）
45
（

。

　

宮
内
省
か
ら
も
十
分
な
支
援
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
史
談
会
は
、
政
府
か
ら
の
国
庫
補
助

金
支
給
を
実
現
す
る
た
め
、
会
を
法
人
化
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

史
談
会
と
し
て
の
活
動
に
一
旦
終
止
符
を
打
ち
、
史
料
収
集
の
期
限
を
明
治
三
十
二
年
十

二
月
ま
で
と
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
明
治
三
十
二
年
十
一
月
四
日
、
史
談
会
副
会
長
東
久

世
通
禧
は
宮
内
大
臣
田
中
光
顕
に
、
史
談
会
事
業
の
「
終
局
」
を
急
ぐ
た
め
の
「
此
度
限

リ
御
下
賜
金
」
を
願
い
出
、
宮
内
省
は
二
〇
〇
〇
円
を
下
賜
し
て
い
る

）
46
（

。

　

同
時
に
史
談
会
は
宮
内
省
に
「
史
談
会
事
業
終
局
ニ
付
上
申
」
を
提
出
し
、「
先
年
ノ

御
達
命
」
に
よ
り
宮
内
省
に
提
出
さ
れ
た
旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
の
史
談
会
へ
の
「
御
下

渡
」
と
、
今
後
提
出
さ
れ
る
書
類
を
「
直
接
史
談
会
ヘ
為
差
出
」
せ
て
ほ
し
い
と
希
望
し

て
い
る
。
旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
を
史
談
会
に
集
約
す
る
案
と
い
え
る
。
し
か
し
、
宮
内
省

で
は
以
下
の
伺
文
書
が
大
臣
決
裁
さ
れ
、
史
談
会
の
上
申
を
拒
否
し
て
い
る
。

史
談
会
副
会
長
ヨ
リ
史
談
会
事
業
終
局
ニ
付
、
別
紙
之
通
上
申
候
処
、
該
会
之
義
ハ

旧
藩
々
諸
家
之
編
纂
委
員
等
ノ
設
立
ニ
係
ル
私
会
ニ
有
之
候
得
者
、
諸
家
ヨ
リ
呈
出

ノ
書
類
ヲ
御
貸
与
相
成
候
義
ハ
不
都
合
無
之
候
得
共
、
下
渡
切
之
義
ハ
不
可
然
、
且

ツ
又
便
宜
上
、
自
今
進
達
ノ
分
、
直
接
該
会
ヘ
為
差
出
候
義
ハ
御
聴
許
難
相
成
筋
ニ
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有
之
候
間
、
左
案
ヲ
以
テ
会
長
ヘ
通
牒
方
取
計
可
然
哉
、
此
段
相
伺
候
也

）
47
（

、

　

す
な
わ
ち
、
史
談
会
は
宮
内
省
に
と
っ
て
「
私
会
」
に
す
ぎ
ず
、
提
出
書
類
の
貸
与
は

可
能
だ
が
「
下
渡
」（
移
管
）
は
不
可
で
、
今
後
の
書
類
提
出
先
を
史
談
会
に
変
更
す
る

こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
史
談
会
を
「
私
会
」
と
区
別
す
る
宮
内
省

の
姿
勢
は
、
一
貫
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

結
局
、
史
談
会
の
法
人
化
も
実
現
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

五　

旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
の
終
了

　
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
以
下
の
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
は
一
ヶ
年
で
は
到
底
終
了
せ
ず
、
一

年
ご
と
に
七
回
の
延
長
を
重
ね
た
。
延
長
を
繰
り
返
し
た
の
は
特
命
四
家
（【
第
一
グ

ル
ー
プ
】）
も
同
様
で
、
三
年
ご
と
の
延
長
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
両
者
の
延
長
状
況
を

ま
と
め
た
の
が
【
表　

特
命
四
家
お
よ
び
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
以
下
の
延
長
一
覧
】
で
あ

る
。

　
【
第
二
グ
ル
ー
プ
】
以
下
の
事
蹟
調
査
に
転
機
が
訪
れ
る
の
は
明
治
三
十
四
年
で
あ
る
。

四
月
十
二
日
付
で
旧
藩
事
蹟
取
調
所
取
調
掛
総
代
四
名
が
、
明
治
三
十
五
年
五
月
ま
で
の

一
ヶ
年
延
長
を
請
願
し
た
が
、
宮
内
省
は
八
度
目
の
延
長
を
認
め
な
か
っ
た
。

旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
整
理
期
延
長
之
儀
、
別
紙
之
通
願
出
候
処
、
抑
右
取
調
事
業
之

儀
ハ
、
去
ル
明
治
二
十
六
年
ニ
於
テ
、
嘉
永
癸
丑
以
来
旧
各
藩
国
事
ニ
関
ス
ル
事
蹟

取
調
方
ヲ
足
立
東
宮
亮
ヘ
被
命
、
一
ヶ
年
ニ
テ
完
結
ス
ヘ
キ
見
込
ヲ
以
テ
、
之
ニ
従

事
セ
シ
ヲ
始
メ
ト
シ
、
右
ニ
関
ス
ル
費
用
モ
下
付
セ
ラ
レ
タ
ル
処
、
爾
来
容
易
ニ
結

了
ニ
至
ラ
ス
、
終
ニ
本
年
四
月
マ
テ
毎
年
継
続
ヲ
願
出
ニ
付
、
無
余
儀
御
聞
届
相
成

居
、
殊
ニ
一
昨
三
十
二
年
及
昨
三
十
三
年
延
期
願
出
候
節
ハ
、
両
度
共
事
業
完
結
方

ニ
付
、
特
ニ
注
意
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
タ
ル
次
第
ニ
有
之
、
然
ル
ニ
其
事
業
于
今
整
理
ニ
至

ラ
ス
、
又
々
明
年
五
月
迄
延
期
之
儀
願
出
候
へ
共
、
之
ヲ
既
往
ノ
実
蹟
ニ
徴
ス
ル
ニ
、

荏
苒
歳
月
ヲ
経
過
シ
、
何
レ
ノ
日
ニ
於
テ
完
結
ス
ル
ヤ
否
、
予
期
セ
ラ
レ
難
ク
候
間
、

継
続
調
査
之
儀
ハ
一
時
中
止
セ
ラ
レ
、
目
下
編
輯
ノ
書
類
ハ
図
書
寮
ニ
差
出
サ
シ
メ
、

同
寮
ニ
於
テ

ロ
ニ
整
理
セ
シ
メ
ラ
レ
候
方
可
然
哉
、
仰
高
裁
候
也

）
48
（

、

　

こ
の
伺
文
書
は
明
治
三
十
四
年
四
月
二
十
二
日
に
内
事
課
で
起
案
さ
れ
、
内
事
課
長
・

図
書
頭
・
宮
内
次
官
・
宮
内
大
臣
に
決
裁
さ
れ
た
。
翌
二
十
三
日
、
宮
内
大
臣
か
ら
旧
藩

事
蹟
取
調
主
任
足
立
正
声
に
対
し
て
、
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
は
「
当
四
月
限
リ
」
で
終
了

し
、「
編
集
之
書
類
」
は
図
書
寮
に
差
し
出
す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る

）
49
（

。

　

事
業
終
了
ま
で
の
猶
予
が
約
一
週
間
し
か
な
い
こ
の
命
令
を
受
け
た
取
調
掛
総
代
ら
は

二
十
五
日
、
書
類
の
図
書
寮
引
継
ぎ
期
限
を
八
ヶ
月
間
延
期
し
て
十
二
月
ま
で
待
っ
て
ほ

し
い
と
請
願
し
、
こ
れ
は
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
期
限
内
の
整
理
完
了
と
図
書
寮
引
継

ぎ
を
実
行
す
る
よ
う
重
ね
て
命
じ
ら
れ
て
い
た

）
50
（

。

　

こ
う
し
て
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
は
明
治
三
十
四
年
十
二
月
ま
で
と
期
限
が
設
定
さ
れ
た
。

そ
の
十
二
月
十
二
日
、
足
立
正
声
は
宮
内
大
臣
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
伺
い
を
立
て
て
い

る
。

本
年
五
月
一
日
付
ヲ
以
テ
旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
、
本
年
十
二
月
迄
ニ
整
理
、
図
書
寮

ヘ
引
継
候
様
御
達
之
趣
敬
承
候
処
、
旧
藩
諸
家
よ
り
兼
而
本
省
御
達
ニ
基
キ
差
出
居

候
書
類
ハ
固
よ
り
期
限
内
ニ
引
継
可
申
存
候
ヘ
ト
モ
、
其
他
ニ
編
集
致
候
書
類
と
申

者
ハ
曽
テ
無
之
、
尤
モ
旧
藩
諸
家
各
自
ノ
事
蹟
編
纂
ニ
就
キ
、
下
調
材
料
ト
シ
テ
取

調
所
ニ
於
テ
数
ヶ
年
間
ニ
或
ハ
謄
写
シ
、
或
ハ
購
得
シ
、
又
ハ
他
ノ
方
法
ニ
依
リ
蒐

集
致
候
種
々
雑
駁
ノ
書
冊
ハ
依
然
堆
積
、
即
チ
別
紙
目
録
之
通
ニ
有
之
候
ヘ
ト
モ
、

是
等
ハ
本
省
ノ
御
達
ニ
基
キ
編
述
候
者
ニ
無
之
、
其
性
質
元
ヨ
リ
相
異
リ
候
故
、
挙
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テ
図
書
寮
ヘ
可
引
継
筋
合
ニ
無
之
者
ト
認
メ
候
条
、
此
分
ハ
別
種
ノ
書
類
ト
シ
テ
其

侭
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
ヲ
継
承
ス
ヘ
キ
史
談
会
ニ
而
保
存
為
致
候
而
可
然
哉
ト
存
候
、

此
段
奉
伺
候
也

）
51
（

、

　

こ
の
伺
文
書
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
多
い
。
①
宮
内
省
の
達
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た

書
類
は
当
然
期
限
内
に
図
書
寮
に
引
き
継
ぐ
。
②
そ
の
他
に
編
集
し
た
書
類
は
存
在
し
な

い
。
③
し
か
し
、
旧
藩
諸
家
が
各
自
の
事
蹟
編
纂
の
た
め
の
「
下
調
材
料
」
と
し
て
謄

写
・
購
入
・
収
集
し
た
「
種
々
雑
駁
ノ
書
冊
」
は
「
別
紙
目
録
」
の
通
り
旧
藩
事
蹟
取
調

所
に
堆
積
し
て
い
る
。
④
こ
れ
ら
は
宮
内
省
の
達
に
基
づ
い
て
「
編
述
」
し
た
も
の
で
は

な
い
の
で
、
図
書
寮
に
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。
⑤
そ
の
た
め

「
別
種
ノ
書
類
」
と
し
て
、
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
を
継
承
す
べ
き
史
談
会
に
保
存
さ
せ
る

べ
き
、
と
な
る
。

　

重
要
な
の
は
③
と
⑤
で
あ
る
。
す
で
に
宮
内
省
に
提
出
さ
れ
て
内
事
課
で
保
管
さ
れ
て

い
る
旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
と
は
別
に
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
に
は
各
家
の
編
輯
員
が
収
集
し

た
「
下
調
材
料
」
が
堆
積
し
て
い
た
。
こ
の
史
料
群
こ
そ
、
史
談
会
が
発
足
以
来
収
集
整

理
し
て
き
た
史
料
で
、
上
記
引
用
文
中
の
「
別
紙
目
録
」
に
該
当
す
る
「
旧
藩
事
蹟

取
調
所
蒐
集

史
料
書
目
」）

52
（

に
は
約
三
六
〇
〇
点
が
イ
ロ
ハ
順
に
整
然
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
宮
内
省
は
こ
れ
ら
を
図
書
寮
へ
の
引
継
対
象
か
ら
は
ず
し
、
代
わ
り
に
史
談

会
に
保
存
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
宮
内
省
は
事
業
終
了
段
階
に
な
っ
て
、
初
め
て
史
談
会

の
こ
と
を
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
を
「
継
承
ス
ヘ
キ
」
組
織
と
し
て
認
知
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
伺
文
書
は
決
裁
さ
れ
、
同
月
二
十
七
日
付
で
宮
内
大
臣
か
ら
足
立
正
声
に
対
し
、

「
史
談
会
ノ
内
願
」
で
あ
れ
ば
書
類
を
下
付
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た

）
53
（

。
ま
た
翌
日
、
旧
藩

諸
家
が
す
で
に
宮
内
省
に
提
出
し
、
内
事
課
が
保
管
し
て
い
た
「
旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
」

の
図
書
寮
へ
の
引
継
ぎ
が
完
了
し
た
。

　

翌
月
十
四
日
、
明
治
二
十
二
年
以
来
従
事
し
た
旧
藩
事
蹟
取
調
掛
が
「
昨
年
十
二
月
限

リ
」
で
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
主
猟
官
足
立
正
声
に
「
手
当
」
と
し
て
金
二
〇
〇
円
が

下
賜
さ
れ
た

）
54
（

。
明
治
三
十
四
年
十
二
月
を
も
っ
て
、
宮
内
省
に
よ
る
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業

（【
第
二
グ
ル
ー
プ
】以
下
）
は
終
了
し
た
。
特
命
四
家
（【
第
一
グ
ル
ー
プ
】）
が
終
了
す

る
明
治
三
十
六
年
十
一
月
よ
り
約
二
年
も
早
く
に
打
ち
切
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
収
集
史
料
を
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
史
談
会
は
そ
の
後
も
政
府
に
対
し
て
国

庫
補
助
金
支
給
を
請
願
す
る
が
成
功
せ
ず
、
明
治
三
十
八
年
十
二
月
、
史
談
会
長
由
利
公

正
は
史
談
会
収
集
史
料
計
二
五
五
六
冊
を
文
部
省
に
寄
贈
し
た
。
同
省
は
こ
れ
を
東
京
帝

国
大
学
に
交
付
し
、
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
史
料
目
録
が

明
治
三
十
九
年
四
月
十
三
日
付
『
官
報
』
の
学
事
欄
に
掲
載
さ
れ
た

）
55
（

。
本
来
、
二
つ
の
史

料
群
は
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
上
記
の
経
過
に
よ
っ
て
現
在
宮
内
庁
書

陵
部
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
分
散
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（【
図　

旧
藩
事
蹟
取
調
書
類
と
史
談
会
本
の
概
念
図
】）。

小
括

　

宮
内
省
に
よ
る
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
の
展
開
過
程
と
、
宮
内
省
と
史
談
会
の
関
係
性
に

つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
全
大
名
華
族
へ
の
国
事
関
係
書
類
の
提
出
命
令
は
、
一
見
す
る

と
宮
内
省
が
大
規
模
事
業
を
企
図
し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
外
見

上
の
こ
と
で
、
内
実
は
全
国
的
な
史
料
収
集
事
業
を
目
指
す
一
部
の
編
輯
員
（
史
談
会
）

と
、
そ
の
史
談
会
を
「
私
会
」
と
し
て
区
別
し
、
小
規
模
な
史
料
整
理
で
十
分
と
判
断
し

て
い
た
宮
内
省
の
間
に
非
常
に
大
き
な
溝
が
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
宮
内
省
の
公
文
書

か
ら
は
、
同
省
が
議
会
制
の
導
入
を
意
識
し
て
歴
史
編
纂
に
取
り
組
む
意
図
が
あ
っ
た
と
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は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
明
治
天
皇
の
個
人
的
関
心
な
ど
も
確
認
で
き
、
宮
内
省
が
長
期

的
展
望
を
持
っ
て
事
業
を
開
始
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業
に
つ
い
て
、
大
名
華
族
側
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
対

応
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
宮
内
省
に
国
事
関
係
書
類
を
提
出
し
た
家
、
書
類
は
存

在
し
な
い
と
回
答
し
た
家
、
宮
内
省
に
提
出
し
な
か
っ
た
が
史
談
会
に
は
史
料
提
供
し
て

い
た
家
、
編
纂
物
を
作
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
宮
内
省
に
提
出
し
な
か
っ
た
家
な
ど
、

大
名
華
族
の
な
か
で
も
反
応
は
一
様
で
は
な
い
。

　

続
稿
で
は
、
分
散
保
存
さ
れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
の
旧
藩
事
蹟
取

調
書
類
と
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
史
談
会
本
を
相
互
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。

註（
1
）　

大
久
保
利
謙
「
王
政
復
古
史
観
と
旧
藩
史
観
・
藩
閥
史
観
」（『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集　

七　

日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。
初
出
は
一
九
五
九
年
））。

（
2
）　

宮
地
正
人
「
政
治
と
歴
史
学
―
明
治
期
の
維
新
史
研
究
を
手
掛
り
と
し
て
―
」（
西
川
正

雄
・
小
谷
汪
之
編
『
現
代
歴
史
学
入
門
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
））。

（
3
）　

田
中
彰
『
明
治
維
新
観
の
研
究
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）。
そ
の
史

談
会
に
つ
い
て
も
、『
史
談
（
会
）
速
記
録
』
な
ど
か
ら
、
維
新
の
経
験
者
か
ら
談
話
聴
取
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
、
史
料
収
集
活
動
を
主
目
的
に
し
て
い

た
側
面
は
現
在
の
研
究
で
も
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

（
4
）　

書
陵
部
展
示
会
図
録
『
史
書
の
世
界
』（
宮
内
庁
書
陵
部
、
二
〇
〇
一
年
）。
寺
尾
美
保

「
明
治
期
島
津
家
に
お
け
る
家
史
編
纂
事
業
―
大
名
華
族
に
よ
る
「
国
事
鞅
掌
」
始
末
取
調
―
」

（
松
沢
裕
作
編
『
近
代
日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
））。

広
田
暢
久
「
毛
利
家
編
纂
事
業
史
（
其
の
一
）」（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
三
号
、
一
九

七
四
年
）。
同
「
毛
利
家
編
纂
事
業
史
（
其
の
二
）」（
同
右
、
六
号
、
一
九
七
九
年
）。
石
井
裕

「
水
戸
藩
史
料
の
編
纂
と
徳
川
斉
昭
の
贈
位
―
明
治
期
に
お
け
る
水
戸
藩
の
顕
彰
―
」（
羽
賀
祥

二
編
『
近
代
日
本
の
歴
史
意
識
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
））。

（
5
）
堀
井
美
里
「
近
代
以
降
の
石
川
県
に
お
け
る
史
料
蒐
集
の
動
向
」（『
金
沢
大
学
資
料
館
紀

要
』
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）
が
、
金
沢
藩
前
田
家
の
編
纂
事
業
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
6
）
福
岡
藩
黒
田
家
に
関
す
る
日
比
野
利
信
「
維
新
の
記
憶
―
福
岡
藩
を
中
心
と
し
て
―
」（
明

治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と
歴
史
認
識
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
））
は
、
直
接
的

に
は
宮
内
省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
を
分
析
対
象
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
幕
末
期
に
激
し

い
藩
内
抗
争
を
繰
り
返
し
た
福
岡
藩
黒
田
家
が
、
ど
れ
だ
け
勤
王
だ
っ
た
か
を
強
調
す
る
「
物

語
」（「
旧
藩
史
観
」）
に
明
治
維
新
観
を
収
斂
さ
せ
る
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
前
掲
石

井
裕
「
水
戸
藩
史
料
の
編
纂
と
徳
川
斉
昭
の
贈
位
」
で
は
、
水
戸
徳
川
家
が
宮
内
省
の
命
令
を

契
機
に
編
纂
し
た
「
水
戸
藩
史
料
」
に
は
、
幕
末
期
の
藩
主
徳
川
斉
昭
の
贈
位
を
実
現
す
る
と

い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
名
華
族
側
が
宮
内
省
の
命
令
を
梃
子

に
自
家
の
目
的
を
達
成
さ
せ
た
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
宮
内
省
命
令
が
大
名
華

族
家
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
読
み
替
え
ら
れ
た
か
、
と
い
う
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

（
7
）　

庶
務
課
・
内
事
課
「
明
治
十
二
〜
二
十
三
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」（
宮
内
庁

書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
五
三
一
）、
明
治
二
十
一
年
第
一
号
文
書
。

（
8
）　

同
右
。
以
下
、
引
用
史
料
は
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
適
宜
読
点
・
中
略
記
号
・
傍
線
等
を

付
し
た
。
闕
字
は
一
字
空
け
、
平
出
は
二
字
空
け
と
し
た
。

（
9
）　

史
談
会
編
『
近
世
史
料
編
纂
事
業
録　

附
史
談
会
設
立
顛
末
』（
一
八
九
三
年
）、
四
頁
。

（
10
）　

前
掲
宮
地
正
人
「
政
治
と
歴
史
学
」。
岩
壁
義
光
「
宮
内
省
の
事
蹟
調
査
と
『
孝
明
天
皇

紀
』
編
纂
」（『
史
潮
』
六
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
11
）　
「
明
治
二
十
一
年　

上
京
日
記
帳
」（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
所
蔵
「
玉
里

島
津
家
資
料
」
一
〇
〇
四
七
五
―
〇
〇
二
）
六
月
十
四
日
条
。『
明
治
天
皇
紀
』
七
（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
二
年
）、
八
六
〜
八
七
頁
。

（
12
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
七
、
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
。

（
13
）　

史
談
会
編
『
近
世
史
料
編
纂
事
業
録　

附
史
談
会
設
立
顛
末
』、
五
〜
六
頁
。

（
14
）　

前
掲
「
明
治
十
二
〜
二
十
三
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」
明
治
二
十
二
年
第
一
号
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（
28
）　
「
旧
藩
事
蹟
取
調
所
紀
事
」
二
（
山
口
県
文
書
館
所
蔵
。
請
求
番
号
九
諸
省
四
二
七
）、
明

治
二
十
四
年
十
月
二
十
七
日
条
。

（
29
）　

前
掲
『
近
世
史
料
編
纂
事
業
録　

附
史
談
会
設
立
顛
末
』、
五
三
〜
六
六
頁
。

（
30
）　

同
右
、
一
〇
四
〜
一
〇
六
頁
。

（
31
）　

同
右
、
一
三
三
〜
一
四
一
頁
。

（
32
）　

同
右
、
一
四
七
〜
一
五
四
頁
。

（
33
）　

同
右
、
一
〇
四
頁
。
前
掲
「
旧
藩
事
蹟
取
調
所
紀
事
」
二
、
明
治
二
十
五
年
三
月
七
日
条
、

同
十
一
日
条
。

（
34
）　

前
掲
「
明
治
二
十
五
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」
第
二
号
文
書
。
な
お
、
字
句
修

正
の
多
い
案
文
の
た
め
、
引
用
は
修
正
後
の
文
章
と
す
る
。

（
35
）　

た
と
え
ば
、『
史
談
会
速
記
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
各
談
話
聴
取
（
速
記
）
の
開
催
場
所
を

み
る
と
、
多
く
が
旧
藩
事
蹟
取
調
所
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
36
）　

内
事
課
「
明
治
二
十
八
年　

恩
賜
録
」
一
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別

番
号
二
〇
六
―
一
）、
第
一
七
号
文
書
所
収
。

（
37
）　

前
掲
「
明
治
二
十
六
〜
四
十
三
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」
明
治
三
十
年
第
三
号

文
書
「
旧
藩
事
蹟
取
調
ニ
係
ル
沿
革
」
所
収
。
な
お
、
史
談
会
側
は
自
ら
を
「
諸
家
編
集
員
及

ひ
篤
志
の
人
々
か
一
堂
に
会
し
、
史
談
を
為
す
の
傍
、
懇
親
を
結
ぶ
の
会
」
で
あ
っ
て
「
史
料

収
集
を
掌
る
の
場
所
」
で
は
な
い
と
定
義
し
て
い
た
。
代
わ
り
に
旧
藩
事
蹟
取
調
所
は
「
史
談

会
加
入
諸
家
編
集
員
」
が
定
期
的
に
会
同
し
て
「
史
料
を
交
換
し
、
事
実
を
討
詢
す
る
所
」
な

の
で
「
史
談
会
中
、
史
料
取
調
の
局
部
と
見
做
す
」
と
、
旧
藩
事
蹟
取
調
所
を
史
談
会
の
一
部

局
と
捉
え
て
い
た
（
前
掲
『
近
世
史
料
編
纂
事
業
録　

附
史
談
会
設
立
顛
末
』、
一
五
五
〜
一

五
六
頁
）。
本
文
で
述
べ
た
通
り
、
宮
内
省
側
と
は
正
反
対
の
認
識
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

結
局
、
こ
の
両
者
の
意
識
の
差
は
最
後
ま
で
埋
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
38
）　

前
掲
「
明
治
二
十
八
年　

恩
賜
録
」
一
、
第
一
七
号
文
書
。
内
事
課
次
長
起
案
で
、
内
事

課
長
・
内
蔵
頭
・
調
査
課
長
な
ど
を
経
て
宮
内
大
臣
が
決
裁
し
た
。

（
39
）　

同
右
。

（
40
）　

前
掲
「
明
治
二
十
六
〜
四
十
三
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」
明
治
三
十
二
年
第
一

文
書
。

（
15
）　

明
治
二
十
二
年
十
二
月
付
久
邇
宮
家
令
宛
秋
月
胤
永
書
簡
（「
朝
彦
親
王
行
実
資
料
」
五

八　

御
行
実
編
輯
料
三
九　

黒
塗
御
紋
付
文
箱
御
宸
翰
其
他
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館

所
蔵
。
識
別
番
号
三
四
二
〇
九
））。

（
16
）　
「
徳
大
寺
実
則
日
記
」
二
五
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
Ｃ
一
―
一

四
九
）、明
治
二
十
二
年
八
月
十
五
日
条
。「
明
治
天
皇
内
廷
御
書
類
目
録　

第
一
種
詳
細
目
録
」

十
一
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
三
七
二
二
一
）。

（
17
）　

後
に
な
る
が
、
明
治
二
十
九
年
八
月
十
七
日
、
島
津
家
編
輯
員
に
よ
る
京
都
の
近
衛
家
文

書
調
査
で
確
認
さ
れ
た
孝
明
天
皇
宸
翰
が
明
治
天
皇
に
提
出
さ
れ
て
い
る
（『
史
談
速
記
録
』

第
四
十
八
輯
）。

（
18
）　

前
掲
「
明
治
十
二
〜
二
十
三
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」
明
治
二
十
三
年
第
二
号

文
書
。

（
19
）　

図
書
寮
「
明
治
二
十
三
年　

帝
室
例
規
類
纂
稿
本
」
一
四
〇　

図
書
門　

出
版
・
編
纂

（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
二
三
三
八
四
―
一
四
〇
）。

（
20
）　

内
事
課
「
明
治
二
十
三
〜
二
十
四
年　

重
要
雑
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。

識
別
番
号
二
三
二
六
五
）
明
治
二
十
四
年
第
一
〇
号
文
書
。

（
21
）　

内
事
課
「
明
治
二
十
四
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文

書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
五
三
二
）、
第
三
号
文
書
。

（
22
）　

同
右
、
第
五
号
文
書
。

（
23
）　

同
右
、
第
六
号
文
書
。

（
24
）　

内
事
課
「
明
治
二
十
五
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文

書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
五
三
三
）
第
三
号
文
書
。

（
25
）　

内
事
課
「
明
治
二
十
六
〜
四
十
三
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
五
三
四
）、
明
治
二
十
六
年
第
三
号
文
書
。

（
26
）　

同
右
、
明
治
二
十
七
年
第
一
号
文
書
。

（
27
）　

明
治
二
十
四
年
七
月
六
日
付
内
事
課
次
長
齋
藤
桃
太
郎
宛
足
立
正
声
書
簡
（
前
掲
「
明
治

二
十
四
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」
第
六
号
文
書
所
収
）。
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号
文
書
。

（
41
）　

内
事
課
「
明
治
三
十
六
〜
四
十
年　

土
地
建
物
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。

識
別
番
号
四
七
二
）、
明
治
三
十
七
年
第
四
号
文
書
。

（
42
）　

同
右
、
明
治
三
十
九
年
第
五
号
文
書
。

（
43
）　

前
掲
「
明
治
二
十
八
年　

恩
賜
録
」
一
、
第
一
七
号
文
書
。

（
44
）　

史
談
会
に
よ
る
国
庫
補
助
金
支
給
請
願
の
概
要
は
、『
史
談
速
記
録
』
第
二
〇
五
輯
（
史

談
会
、
一
九
一
〇
年
）
所
収
「
史
談
会
国
庫
補
助
建
議
ノ
顛
末
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
45
）　

以
上
、
内
事
課
「
明
治
三
十
一
年　

恩
賜
録
」
一
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。

識
別
番
号
二
〇
九
―
一
）
第
三
号
文
書
。『
史
談
速
記
録
』
第
五
十
九
輯
、
四
〜
六
頁
。
第
六

十
四
輯
、
一
三
〜
一
八
頁
。

（
46
）　

内
事
課
「
明
治
三
十
二
年　

恩
賜
録
」
四
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別

番
号
二
一
〇
―
四
）
第
一
一
九
号
文
書
。
宮
内
省
と
の
交
渉
過
程
で
要
求
内
容
が
削
減
さ
れ
た

こ
と
は
前
掲
宮
地
正
人
「
政
治
と
歴
史
学
」
参
照
。

（
47
）　

以
上
、「
史
談
会
事
業
終
局
ニ
付
上
申
」
も
含
め
て
、
内
事
課
「
明
治
三
十
三
年　

例
規

録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
三
八
九
）
第
五
号
文
書
。

（
48
）　

内
事
課
「
明
治
三
十
四
年　

恩
賜
録
」
二
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
、
識
別

番
号
二
一
二
―
二
）
第
四
六
号
文
書
。

（
49
）　

内
事
課
「
明
治
三
十
四
〜
三
十
五
年　

重
要
雑
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。

識
別
番
号
二
三
二
七
二
）
明
治
三
十
四
年
第
二
九
号
文
書
。

（
50
）　

前
掲
「
明
治
二
十
六
〜
四
十
三
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」
明
治
三
十
四
年
第
一

号
文
書
。

（
51
）　

前
掲
内
事
課
「
明
治
三
十
四
〜
三
十
五
年　

重
要
雑
録
」
明
治
三
十
四
年
第
二
九
号
文
書
。

（
52
）　

前
掲
「
明
治
二
十
六
〜
四
十
三
年　

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
」
明
治
三
十
四
年
第
四

号
文
書
。

（
53
）　

同
右
。
も
っ
と
も
、
起
案
段
階
で
は
「
書
類
ハ
伺
之
通
リ
、
一
切
史
談
会
ヘ
下
付
ス
ベ
シ
」

と
あ
っ
た
も
の
が
、
決
裁
時
に
は
「
書
類
ハ
史
談
会
ノ
内
願
ニ
候
ハ
ヽ
、
同
会
ヘ
下
付
ス
ベ
シ
」

と
、
宮
内
省
が
自
発
的
に
下
付
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
修
正
が
な
さ
れ
て
い

る
。

（
54
）　

内
事
課
「
明
治
三
十
五
年　

恩
賜
録
」
一
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別

番
号
二
一
三
―
一
）
第
七
号
文
書
。

（
55
）　

こ
の
史
料
群
か
ら
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
も
の
を
除
い
た
も
の
が
、
現
在
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
「
史
談
会
本
」
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
特
定
共
同
研
究
「
史

料
編
纂
所
所
蔵
維
新
関
係
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
」（
二
〇
一
九
年
度
）
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
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【表】特命四家および【第2グループ】以下の延長一覧
元号 年 月 日 特命四家【第1グループ】 【第2グループ】以下

明治 21 7 10

公爵毛利元徳・公爵島津忠義・侯爵徳川篤敬・侯爵山内豊景
に、嘉永6年～明治4年までの「其旧藩ニ於テ国事ニ鞅掌セシ
始末詳細取調、向三ヶ年ヲ期シ編製可致旨　　御沙汰」が伝
えられる。この年12月～明治24年6月まで、年1000円下賜　【第
1グループ】

明治 22 7 1

公爵徳川家達（徳川宗家）・侯爵浅野長勲（広島）・侯爵松平
茂昭（越前）・侯爵徳川義礼（尾張）・子爵松平定教（桑名）・
子爵松平容大（会津）に、嘉永6年～明治4年までの「其旧藩
ニ於テ国事并ニ時勢ニ関スル文書類、当時ノ秘密ニ属スルモ
ノ」でも「取捨ナク、其侭取束ネ可差出旨　　御沙汰」が達
せられる。【第2グループ】
以降、明治27年1月までに【第8グループ】まで提出命令が下
される。

明治 24 6 13
公爵島津忠義ほか三家が願い出ていた「旧藩事蹟編纂事業」
の延長が許可。補助金下賜は打ち切り
【第1グループ】第1回延長許可

明治 26 5 8 国事始末取調費（月額100円。明治27年1月から125円）の支給
開始。期限は1年。

明治 27 5 7

旧藩事蹟取調所取調委員の下賜金継続願に対し、事務所費を
削減した月115円の旧藩事蹟取調主任足立正声への支給が決定
（向こう1ヶ年）。
【第2グループ】以下第1回延長許可

明治 27 6 25

公爵毛利元徳・公爵島津忠義・公爵徳川篤敬・侯爵山内豊景
後見人伯爵上杉茂憲、「旧藩事蹟調書差出方延期再願」を宮内
大臣土方久元に提出。翌日3ヶ年延長が許可
【第1グループ】第2回延長許可

明治 28 4 2
取調員長森敬斐以下21名、宮内大臣土方久元に対し、向こう
1ヶ年の「御下与金継続願」を提出。22日に許可。
【第2グループ】以下第2回延長許可

明治 29 4 4
佐々木千尋以下23名、宮内大臣土方久元に対し、向こう1ヶ年
の「御下与金継続願」を提出。9日許可。
【第2グループ】以下第3回延長許可

明治 29 11 ―

旧藩事蹟取調掛事務取扱東宮亮足立正声、宮内大臣土方久元
に対し、明治30年5月以降も1ヶ年の「国事始末取調費」支給
を「一同懇願」していると許可を求める。
12月2日付で【第2グループ】以下第4回延長許可

明治 30 6 4

宮内大臣土方久元、公爵島津忠義・公爵毛利元昭・侯爵山内
豊景・侯爵徳川篤敬の「旧藩事蹟取調延期願」（5月付）に対
して、3ヶ年延長を許可。
【第1グループ】第3回延長許可

明治 30 11 2
市来四郎以下23名、宮内大臣土方久元に対し、明治31年5月よ
り1ヶ年間の「御下賜金継続願」を提出。13日許可。
【第2グループ】以下第5回延長許可

明治 32 4 29

内事課長、旧藩事蹟取調主任足立正声に対し、国事始末取調
費の1ヶ年継続は認めるが、既に数度延長しているので「此上
出願」することがないように「予テ御含置」くようにと通知。
【第2グループ】以下第6回延長許可

明治 33 7 27

宮内大臣、公爵毛利元昭・公爵島津忠重後見人男爵島津珍彦・
侯爵山内豊景・公爵徳川圀順後見人徳川聡子の3ヶ年延長願（6
月22日付）に対し、許可するが「期間中、草稿ノ侭」でも良
いので「一先ッ」提出するよう指令。
【第1グループ】第4回延長許可

明治 33 7 27

旧藩事蹟取調主任足立正声への国事始末取調費支給延長が許可。
【第2グループ】以下第7回延長許可
同時に内事課長より足立正声に対し、明治34年4月迄の間に
「事業完結」するよう通知される。

明治 34 5 1
宮内大臣田中光顕より旧藩事蹟取調主任足立正声に対し、旧
藩事蹟取調書類の提出期限を猶予（今年12月まで）するが、
期限内に整理して図書寮に引き継ぐよう命じられる。

明治 34 12 28
宮内大臣の命により、「旧藩事蹟取調書類」の図書寮引継ぎが
完了。
旧藩事蹟取調事業（【第二グループ】以下）の終了

明治 36 11 10

島津家・毛利家・山内家・水戸徳川家より提出の「薩藩史料」
他が「御覧済、御下」げとなり、内事課より図書寮に回付さ
れる。
特命四家（【第一グループ】）の終了

※内事課「明治12～23年　殉難者及旧藩事蹟取調録」（識別番号531）明治21年第1号文書。内事課「明治24年　殉難者及旧藩事蹟取調録」（識別番号
532）第3号文書。内事課「明治25年　殉難者及旧藩事蹟取調録」（識別番号533）第3号文書。内事課「明治26～43年　殉難者及旧藩事蹟取調録」（識
別番号534）明治27年第4号文書。内事課「明治28年　恩賜録」1（識別番号206-1）第17号文書。内事課「明治29年　恩賜録」1（識別番号207-1）第
16号文書。内事課「明治29年　恩賜録」3（識別番号207-3）第75号文書。内事課「明治30年　恩賜録」3（識別番号208-3）第79号文書。内事課「明
治32年　恩賜録」1（識別番号210-1）第36号文書。内事課「明治33年　恩賜録」2（識別番号211-2）第79号文書。内事課「明治34年　恩賜録」2（識
別番号212-2）第46号文書。内事課「明治34～35年　重要雑録」（識別番号23272）明治34年第29号文書。
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宮内省の旧藩事蹟取調事業と史談会　（上）

【図】旧藩事蹟取調書類と史談会本の概念図

提出命令

下付
（明治36年11月）

宮内省
内事課
旧藩事蹟取調書類
特命四家編纂物

旧藩事蹟取調所

下調材料

提出

引継（明治34年12月28日）

図書寮

宮内庁書陵部図書寮文庫

大名華族
特命四家（第1グループ）
第２～第８グループ

各家取調員が活動

下付
（明治34年12月27日）

史談会

寄贈（明治38年12月）

文部省
東京帝国大学
文科大学史料編纂掛

東京大学史料編纂所
「史談会本」


